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品

質
調
整
の

た
め

の

計
画
プ
ロ

セ

ス

の

設
計

β∂之

一

序

従

来
､

計
画

論
的
手

法
に

よ

る

資
源
配
分
の

調

整
は
､

価
格
な

い

し

数
量
を
シ

グ

ナ

ル

と

し
七

行
な

わ

れ

て

き

て

お

り
､

公

共

財
､

外

部
性
､

収
穫
逓
増
､

不

確
実

性
等
の

存
在
す
る

非
古
典
的
な

環

境
に

対

処
し

う
る
､

望
ま

し
い

特
性
を

有

す

る
■
計
画

プ

ロ

セ

ス

(

甘
p

ロ

已
口

内

勺

岩
C

乳
宅
急
)

も

次

第
に

設

計
さ

れ
る

よ

う
に

な
っ

て

き

た
｡

こ

の

分

野
で

既
に

古
典
的
な

地

位
を

占
め
る

も
の

に
､

呂
巴

5
.

･

畠
⊆
】

[

-

N

]

と

U
【

訂
?
d

O

】

P

く
血

已

訂

勺
○

宏
S

訂

[

凸

の

プ

ロ

セ

ス

が

あ
る

が
､

公

共

財
配
分
に

関
し
て

殆
ど

類
似
の

改

訂
ル

ー

ル

を

採
用

し
て

い

る

両
者
を

統
合
し
て

M

D

P

プ

ロ

セ

ス

と

呼
び
､

そ

れ

ほ

要
約
す

る

と

以

下
の

よ

う
に

な
る
｡

佐

藤

公

敏

複
数
の

公

共

財
と
､

ニ

ュ

メ

レ

ー

ル

と

し

て

用
い

ら
れ

る

単
一

の

私

的
財
が

存
在
す

る

経
済
に

お

い

て
､

各
経

済
主

体
へ

資
顔
配

分
を

行
な

う
計
画

主

体
の

存
在
を

想
定
し
､

そ
の

計
画

主

体
が

各

公

共

財
の

任

意
の

供
給
水

準
を
､

そ

れ

ら

を

利
用
す
る

消
費
者
と

そ

れ

ら
の

生

産
者
に

提
案
し
､

消
費
者
か

ら

公

私
両

財
閥
の

限

界

代
替
率
を
､

生

産
者
か

ら

限

界
費
用

を
､

資
漁
配
分

改

訂
の

た

め

の

情
報
と

し
て

そ

れ

ぞ

れ

受
け

取
る

も
の

と

す

る
｡

計
画

主

体
は

限
界
代

替
率
の

総
和
が

限

界
費
用
を

上

ま

わ

る

(

下

ま

わ
る
)

な

ら
ば
､

次
に

提
案
す

る

公

共

財
の

供
給
水

準
を

引
き

上

げ
る

(

引

き

下

げ
る
)

手
続
き

を
と

る
｡

こ

の

手

続
き

を

繰
り

返

し
､

両

者

が
一

致
す

る

ま
で
､

即

ち

最
適
配
分
に

到
達
す
る

ま
で

は

公

共

財

が

実

際
に

供
給
さ

れ

ず
､

私
的

財
の

各
消
費
者
へ

の

割
り

当

て

も

決
定

さ

れ

な
い

と

い

う
､

ワ

ル

ラ

ス

的

模
索
プ

ロ

セ

ス

を
凹

D

P

一

≠

･

星
亨

1′

｢

｢

紳
F
㌧

軒

■
ア
ニ

き
ゃ

L阿

鼻
r

汁

-

準

掛

ぅ
ず

㌔
■

㌢
哀
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プ

ロ

セ

ス

と
い

う
｡

→
亡
-

打

昌
∽

[

-

上

に

ょ

れ

ば
､

M

D

P

プ

ロ

セ

ス

に

関
し

て

様

々

な

次

元
で

の

七

つ

の

拡
張
な
い

し
は

修
正
の

可

能
性
が

あ
る
｡

そ

れ

は

川
複
数
の

私
的

財
の

導
入
､

㈲
生

産
の

分

権
化
､

㈲

改

訂

の

た

め
の

指
標
の

修
正
､

㈲
余
剰
分

配
方

法
の

内
生

化
､

㈲

離
散

約

定
式
化
､

㈲

投
票
メ

カ
ニ

ズ

ム

の

応
用
､

m
パ

レ

ー

ト

最
適
以

外
の

解

概
念
の

採
用
､

の

七
つ

で

あ

る
｡

本
稿
で

試
み

る

の

ほ
､

上

記
の

い

ず
れ

に

も

含
ま
れ

な
い

テ

ー

マ

､

即

ち

財
を

品
質
特

性
(

宅
巴

首
c

訂
昌
C
t

e
r

賢
打
切

)

の

コ

ン

ビ

ネ

ー

シ

ョ

ン

と

し
て

捉
え
､

そ

の

財
の

品

質
を

調

整
す
る

計
画

プ

ロ

セ

ス

を

設

計
す
る

こ

と
で

あ

る
｡

そ

の

た

め
に

我
々

は
､

一

九

六

〇

年

代
半

ば

頃
か

ら

E

已
F

出
血
C

好

き
｢
p

ロ
の
p

毘
e
叫

ら
に

ょ

っ

て

開

始
さ

れ
､

最

近

D
【

訂
?

H
p

慧
ロ

[

且

に

ょ
っ

て

分
析
が

精
緻
化
さ

れ

た

｢

新

し
い

消
費

者
理

論
+

の

分
析
的
フ

レ

イ
ム

ワ

ー

ク

を

採
用
し
､

M

D

P

プ

｡

セ

ス

に

お

い

て

使
用
さ

れ

て

い

る

計
画

理

論
的

手

法
を

応
用
す
る

こ

と
に

ょ
っ

て
､

財
の

品

質
調

整
の

た

め
の

M

け

P

タ

イ

プ

の

計

画
プ

ロ

セ

ス

を

提
示

す
る
｡

我
々

ほ

次

節
に

お

い

て
､

使
用
す
る

冒
訂
e

出
品
e

n

の

フ

レ

イ
ム

ワ

ー

ク

を

紹

介
し
､

三

節
に

お

い

て

品

質
調

整
の
.
た

め
の

計

画
プ

ロ

セ

ス

を

提
示
し
､

そ

の

性
能
に

つ

い

て

吟
味
す
る
｡

最
終

節
は

結

論
と

今
後
の

研

究
課

題
の

た

め
に

あ
て

ら

れ

る
｡

二

H
耳

訂
?
法

名
昌
モ

デ
ル

こ

れ

ま

で

｢

新
し
い

消
費
者
理

論
+

に

お

い

て
､

一

定
の

条

件

下
で

完
全

競
争
均
衡
が
パ

レ

ー

ト

最
適
で

あ
る

と
い

う

厚
生

経
済

学
の

基
本
定
理

は
､

各
財
の

量
に

つ

い

て

の

み

成

立

し
､

財
を

構

成
す

る

各

特

性
(

c

F

告

邑
e

計
t
i

且
な

い

し

は

属

性
(

邑
早

ぎ
t

O

且

に

つ

い

て

は

成

立

し
え

な
い

こ

と

が
､

H
p

粥
①

n

[

00
]

に

よ
っ

て

示
さ

れ

て

い

る
｡

し
か

し
､

U
【

訂
?

洋

品
e

n

は

新
し
い

消
費
者
理

論
に

基
づ

い

た

モ

デ
ル

を

展
開
し
､

一

般
均
衡
体

系
に

お

い

て

特
性
に

よ

る

最

適
生

産
品

貿
の

た

め

の

必

要
条
件
を

導

出
し
､

数
量

的

効
率

性

(

宅
賀
t

ぎ
t

ど
d

亀
c

岩
.

ロ

C

ユ

と

品

質
的
効
率
性
(

宅
巴

ぎ
t
-

く
｡

①

訣
b

岩
.

ロ
C

ユ

を

同

時
達
成
し

う
る

こ

と

を

証

明

し
た
｡

ま

た

利
潤

極
大

化

企
業
が
､

消
費
者
の

効
用
を

最
大
化

す

る

よ

う
な
､

各
財

に

と
っ

て

最
も

望
ま

し
い

特
性
の

コ

ン

ビ

ネ

ー
.シ
ョ

ン

を

選

択
す

る

イ
ン

セ

ン

テ

ィ

ヴ

を

持
つ

こ

と

を

示
し

た
｡

即

ち
パ

レ

ー

ト

最

適
生

産
品
質
を

有
す
る

財
の

生

産
と
､

企

業
外

利
潤
極
大
化
行
動

が

イ
ン

セ

ン

テ

ィ

グ
･

コ

ン

パ

テ

ィ

ブ

ル

で

あ

る

こ

と

を

示

し
た

脚
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の

で

あ

る
｡

我
々

は

彼
ら
の

導
出
し

た
パ

レ

ー

ト

最
適
生

産
品

質
の

た

め
の

必

要
条
件
を

応
用
し
､

計
画
プ

ロ

セ

ス

を

設

計
す
る

が
､

次
に

彼

ら
の

モ

デ
ル

を

説
明

す
る
｡

我
々

ほ

次
の

よ

う
な

経

済
を

考
察
の

対

象
と

す

る
｡

即
ち

経
済

に

ほ

家

計
(

F
O

亡

冨

ど
】

早
計

8
-

∴

…
:
.

拇
)

､

企
業
(

賢
m
切
.

㌧

=

-

∴

…
:
､

ゎ

が

存
在
し
､

特
性
(

0

ぎ
【

p

き
印

【

賢
訂
∽
､

9
=
}

∴

…
:
､

q
)

を

持
つ

企
業
と

同
数
の

財
が

あ

り
､

各
企

業
は
一

財
の

み

を

生

産
し

て

い

る
｡

使
用

す
る

記
号
は

以

下
の

通
り

で

あ

る
｡

伽

∵
J

財
一

単
位
に

含
ま

れ

て

い

る

特
性
β

の

量
､

Q
‥

伽

を

要
素
と

す
る

1
行
C

列
の

(

可
変
)

技
術
行
列
､

句

∵
∫

企

業
の

生

産
す

る

財
､

ぜ

ぎ
∵
∫

財
全

体
に

含
ま

れ

て

い

る

特
性
¢

の

量
､

0句

:

二
メ

レ

ー

ル

と
し

て

使
用
さ

れ

る
､

企
業
全
体

に

共
通

の

イ

ン

プ

ァ

ト
､

ぎ
ー1
(

首
-

ぎ

晋
∴

…
:

さ
q
)

爪

β
m
知

冨
‥

投
入

産

出
ベ

ク

ト

ル
､

り
‥

生

産
可

能
性
集
合
､

β
∩

鶉
.
抄

〆
‥

消
費
可

能
性
集
合
､

N
計

∩
由
Q
.
-

e
計

--
(

e
㌔

盲
-

ヾ
…
:
-

e
q

J
爪

声
｡
.
-

‥

家
計
ゐ

の

持
つ

特

性

の

初
期
保
有
量
､

㌔
--
(

き

デ
…
･

-

も
)
､

佃

戸
∴

家
計
ゐ

に

よ

る

財
の

消
費
､

(

プ

ラ

イ
ム

は

転

置
を

示

す
｡

以

下

同

様
)

､

♂
‥

家
計
ゐ

に

ょ

る

三
メ

レ

ー

ル

の

需
要
あ

る

い

は

供
給
､

㌔
=
(

さ

㌔
＼
…
･

,

晋
J
､

…
e
計

十
(

乾
-

㌔
､

箪
‥

特
性
空
間

に

お

け
る

家

計
ん

の

消
費
､

勺

=
(
-

ぎ

…

…
-

増

し
､

爪

知
＋

∴

価
格
ベ

ク

ト

ル
､

e

=
(

㌔

…

…
､

e

ぜ
爪

㌔
‥

所
得
分

配
ベ

ク

ト

ル
､

㌔
=

M
､

ミ

す
も
ー

ー

き
)
､

吋
‥

家
計
ゐ

に

よ
っ

て

保
有

さ

れ

る

企
業
の

利
潤

分
配
率
､

M
も
㌔
=
-

｡

配
分

α

は

(

㍉
十
帖

包
組
の

ベ

ク

ト

ル

{

邑
二

さ
さ

で
､

配

分
α

が

実
行
可

能

(

訂

邑
b
-

0
)

と

ほ
､

以

下

の

条
件
を

満
足

し

て

い

る

場
合
で

あ

る
｡

≡

く

ト

ぎ
爪

㌔

{

N
}

<

計
-

㌔
爪

鴇
.

(

望

M

き
○

＋

M
も
㌔

爪

M

篭
㌔
-

室

<

ト

M

さ
計

-

ぞ
仇
〇
.

〈

望

く
計
-

♪

君

F
M

き
ぎ
q

仇

き
計

川
､

柑
ほ

そ

れ

ぞ

れ

生

産
､

消
費
の

故
術
的
実
行
可

能
性
で
､

野
L

ド
串
ニ

∵

着
れ
∵

卜
章
■
牽
▲

坤
ぜ

卜

宕

春
宵
血

r
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r

雷
竪
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藍
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榊
､

㈲
は

イ

ン

プ

ア

ト

の

利
用
可
能
性
､

例

は

特
性
に

関
す
る

需

給
条
件
で

あ

る
｡

こ

こ

で

A

を

実
現

可

能
配
分
の

集
合
と

す
る
｡

以

下
の

議
論
の

た

め
に

次
の

仮
定
を

導
入

す
る
｡

仮
定
l

す
べ

て

の

家

計
ゐ

に

と
っ

て
､

嗣
凸
な

ク

上
で

擬

円

び

巌
の

効
用
関
数

b

ズ
㌔
)

が

定

義
さ

れ

て

い

て
､

む

b

言
ぎ
さ

>
0
-

む

b

言
軋
.

>
○
-

<
Q
.

く

㌔
爪

如
才

で

あ

る
｡

仮
定
2

す
べ

て

の

企
業

･

∫
に

と
っ

て

り
は

閑
凸
で

あ
る
｡

以

下
の

議
論
に

必

要
な

諸

定
義
を

列
挙
す
る
｡

定

義
1

次
の

条
件

を
.
満
た

す

配

分

(

苧

や

e
)

を
､

特

定

の

技
術
行

列

¢
に

関
す
る

競
争
的
生

産

物

均

衡
(

c

O

m
p
e
t

旨
く
0

勺

3
d
一

岩
t
四

ぷ
已
-

旨
r
一

日
n
)

と
い

う
｡

≡

<

ざ

2
p

拭

b

ズ
㌔
)

P

t
●

㌔
(

二
㌔
=
e
計

＋
(

宮
計

も
ミ

告
､

首
㌔

＋
七
､

ぎ
爪

与
､

重

く
㌧
､

空
ぜ
一
日

官

V

空
輸

｢
-

ぎ

賢

邑
(
h

ぎ
】

執
､

)

S

宍
F

t

訂
r

t

(

簸

き
l ､

ぎ
▲

冒
…

…
e
Q
)

爪

ギ

条
件
糾
は

家

計
に

ょ

る

効
用
極
大
化
を

示

し
､

条
件
刷
は

企
業

に

ょ

る

利
潤
極
大

化
を

表
わ

し
て

い

る
｡

定
義
2

パ

レ

ー

ト

最
適
配
分
の

集
合
は

次
の

よ

う
に

表
わ

さ

れ

る
｡

(

空

ゝ
勺

=

互
苧
m

ゝ
-

冨
爪

♪

b

ズ

3
V

q

ズ
杓

J
<

ざ

M
計

q

ズ
叱
〕

>

M
モ
q

ズ
㌔
)

丁

定
義
3

技
術
行
列
¢
に

関
す

る
パ

レ

ー

ト

最
適
配
分
の

集
合
は

次
の

よ

う
に

表
現
さ

れ

る
｡

(

ゴ

ゝ
匂

(

の
)

11

互
9
爪

ゝ
(

の
)
-

也

管
爪

ゝ
(

の
)
､

b

ズ

3
V

q

ズ
㌔
)

く

ざ

M
計

b

ズ
柚

J

>

M
計

b

ズ
向

J
∵

次
に

特
性
の

パ

レ

ー

ト

最
適
供
給
に

関
す
る

条
件
を

導
出
す

る

た

め

に
､

以

下
で

は

企

業
･

∫

の

生

産
物
の

特
性
に

注
目

す
る
｡

定
義
4

財
･

∫
の

特
性
と
､

ニ

ュ

メ

レ

ー

ル

の

消
費
を

変
化
さ

せ

る

こ

と
に

ょ
っ

て

得
ら
れ

る

配
分
の

集
合
を

次
の

よ

う
に

表
わ

す
｡

〈

望

勺

入
色
=

互
白

爪

ゝ
､

㌔
=
泳

ぎ
く

計

右
打

=

軍
A
計

≠
､

も
ー

=

豊

こ

の

式
に

お

い

て
ー

α

は

所
与
の

配
分

で

あ

り
､

･

∫

企
業
の

生

産

水

準

句
､

･

J

企
業
以

外
の

特
性
の

生

産
計
画

唄

お

よ

び

財
の

家

計
へ

の

配
分
㌔

も

所
与

と

し
て

あ
る
｡

定
義
5

勺

入
色

内
の

パ

レ

ー

ト

最
適
配
分
の

集
合
ほ
､

次
の

よ

う
に

表
わ

さ

れ

る
｡

室

勺
㌔
(

旦
=
一

旦
P

爪

ゝ
､

冨
爪

勺
入
凡
ご

b

ズ
馳

計

)

W

b

ズ
㌔
)

<
計
､

M
計

q

ズ
軸

J
V

M
計

b

ズ
㌔
)
一

.

定
義
6

次
の

二

条
件
を

満
た

す
と

き
､

配
分

p

爪

ゝ

は
パ

レ

ー

ト

定

常
点

(

勺
.

S
.

勺
.

)

で

あ

る

と
い

う
｡

脳
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≡

P

爪

ゝ
せ

(

の
)
}

宣

<

ト

串

爪

勺
㌔
(

且
.

‖
は

財
に

関
す
る
パ

レ

ー

ト

最
適
､

仙
は

特
性
に

関
す
る
パ

レ

ー

ト

最
適
を

意
味
す
る
｡

即

ち
定

義
6

ほ
､

従

来
の

パ

レ

ー

ト

最

適
の

概
念
を
､

財
の

み

で

は

な

く

特
性
の

方
に

も

拡
張
し
た

も
の

で

あ

る
｡

定
義
7

所
与
の

配
分
-α
の

と

き
､

以

下
の

効
用
関
数
と

生

産
及

び

分

配
に

関
す
る

制
約
式
で

表
わ

さ

れ

る

経
済
を

由

ゝ
巴

と

す

る
｡

盲

只
㌔
.

M
碧
計

曽
-

＋

見
ぎ

･

.
:

…
-

M
倉
計

曽
q

計

廿

㌧

㌧

甘

旨

＋

居

ぎ
Q
)

<
計
､

冨

M

喜
計

＋
』

官

爪

M

毒
㌔

-

M
身
岩
.

幹

≠
､

冨

(

ぜ
○
､

矧
-
､

晋
∴

…
‥
､

e
q
)
､

爪

㌔

{

昆

㌔
爪

吐
げ

<

F

㈹
で

表
わ

さ

れ

た

効
用
関
数
は
､

家
計
生

産
関
数
(

F
O

宏
O

F

O
-

d

勺

岩
(

ど
c
t
-

O

n

2
日
C

t

ど
n
)

と

も

呼
ば

れ

る

も
の

で
､

従

来
の

よ

う

(

1
)

に

財
空

間
上

で

は

な

く

特
性
空

間
上
で

定

義
さ

れ

て

お

り
､

財
の

数
量
で

は

な

く

品

質
特
性
の

変
化
に

の

み

効
用
が

依
存
し

て

い

る
｡

仙

式
は

㈲

式
の

単
な
る

変
形
で
､

㈹

式
は

財
の

数
量
を

固
定

し

た

没
入

産
出
ベ

ク

ト

ル
､

㈹

式
ほ

略

式
と

同

じ
で

あ

る
｡

定
義
8

特
性

?
と

三
メ

レ

ー

ル

間
の

家

計
九

の

限

界
代
替

率

聯

を

司

㌔

=
(

む

b
計
＼

評
q

訂
)

＼

(

む

b
ヾ
む

㌔
)

と

表

わ

す
｡

こ

れ

ほ

ニ

ュ

メ

レ

ー

ル

で

測
っ

た

特
性
¢

に

対

す
る

家

計
ゐ

の

個
別

的
評

価
で

あ

る
｡

仮
定
1
､

2

の

下
で

一

串
-

且

が

軸
､

(

旦

に

対

し
て

リ

ン

ダ

ー

ル

均
衡
に

な
る

よ

う
に
､

勺

㍉
(

旦

の

要
素
で

あ

る

す
べ

て

の

配
分

に

限

界
代

替
率

㌔
爪

知
＋

q

<

計

を

組
み

合
わ

せ

る

こ

と

が

で

き

る
｡

定
義
9

母
(

恥
)

に

卸

す
る

リ

ン

ダ
ー

ル

均

衡
一

夕

且

は

次
の

よ

う
に

定

義
さ

れ

る
｡

量

<

計
}

q
計

V

b
声

ル

覧
＋

M
q

ぎ
ー

ぎ
ぎ
q

>

㌔
＋

M
q

司

㌔

母
音
}

冨

(
l ､

言
､

の

し

は

り
上

で

利
潤

一

M

き
q

M
も
㌔
司

㌔

-
白

官
一

を

最
大
化

す
る
｡

こ

こ

で

軌
は

虎

に

対

す
る

企

業
･

∫
の

品
質
最
適
(

β

巨
-

芹
y
O

マ

t

訂
P

亡

m
)

を

表
わ

し
､

も
し

串

爪

勺
㌔
(

色

で

あ

れ
ば

そ

の

時
に

限
っ

て

昏
=
(
l

冒
∴

…
‥
､

e
q
)

で

あ

る
｡

更
に
､

㌔
=

M
ぎ
.

計

曽
Q

＋

ゼ
㌔
甘

<

阜

旨

≠
㌧

で

あ

る

か

ら
､

㈹
は

次
の

よ

う
に

書
き

換
え

ら

れ

る
｡

即

ち
､

{

呈

<

計
､

q

ズ
叫

声
)

>

b

ズ
㌔
)

ル

罷
＋

M

さ
ざ
計

>

曳
＋

M
O

司

㌔

㌔
.

心

ぎ
1

卜
T

.
軒
1

一

ヰ
≠

卜
.

撃
ト
.

革
一
け
ま

F

㌢
巨
■
ザ

.

轟
㌢

ト

∴
i

軒

享
㌧

r

ト
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篭
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1
華
ム

野
､

叫
∫
1

■
筆
L〝

ヰ

+

表
司

.
∴

叫
≡

.
1

ち
ち

一

｡

ラ
叶

｡

金
甲
.

ヨ
ー

ノ.責

.

増

毛
ヰ
■1.
.
ザ

√
､

′
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定
義
10

次
の

二

条
件
を

満
た

す

価
格
ベ

ク

ト

ル
､

ミ
声
､

お

よ

び

個
別

的
価
格
ベ

ク

ト

ル

の

集
合

㌔
爪

早
Q

が

存
在

す

る

と

き
に

限
り
､

配
分
α

は

競
争
的
リ

ン

ダ

ー

ル

均

衡
(

C
･

L

E
.

)

で

あ

る

と
い

う
｡

川

配
分

(

白

も
e

)

が

Q
に

関
す
る

競
争
的
生

産

物

均

衡

で

あ

る
､

糾

<
b

二
串
-

㌔
ふ
=
-

∴

…
:

㌦
叫
}

は

由
-

合
)

に

対

す

る

リ

ン

ダ
ー

ル

均
衡
で

あ

る
｡

こ

れ
ま

で

の

議
論
を

も

と
に
､

冒
か

写
芽
r

笥
ロ

は

次
の

命
題

を

導
出
し
て

い

る
｡

命
題
1

仮
定
1
､

2

の

下
で
､

す
べ

て

の

配
分
α

に

対

し
て

条

件
姻
､

㈹

が

満
た

さ

れ

る

な

ら

ば
､

そ

の

時
に

限
り

軌
は
一

α

に

関
す
る

企

琴
∫
の

品

質
最
適
に

な

る
｡

命
題
2

仮
定
1
､

2

の

下
で
､

H
C
･

L

田

が

勺
･

S
･

勺
･

で
､

㈲
配
分
α

が

C
･

｢

E
･

で

あ

る

よ

う
に
､

す
べ

て

の

勺
･

S
･

勺
.

で

あ

る

配
分

ミ
ゝ

に

ぎ
古

と

㌔

芸
と

を

組
み

合

わ

せ

る

こ

と

が

で

き
る
｡

さ

て

以

下
で

ほ
､

生

産
集
合
内
で

特
性
間
の

連
続
的
代
替
を

可

能
に

す

る

た

め
､

仮
定
2

を

以

下
の

よ

う
に

強
め

る
｡

仮
定
㌢

す
べ

て

の

企

琴
J
に

と
ぅ

て

り
は

凸

で
､

生

産

関

数

芙
邑

空
き
V
O

で

定

義
さ

れ
､

如
は

♂

級
､

ぎ
育
毛

<
｡
､

昔
忘
ゼ
>
○
-

昔
忘
冒
>
○

で

あ

り
､

更
に

ぞ
>
○

は

書
>
○

を

意
味
し
､

す
べ

て

の

計

爪

や
に

対
し

て
一

邑
き
(

冨
)

∧
○

も
盲

仇

宜

ほ
コ

ン

パ

ク

ト

で

あ

る
｡

定

義
1 1

特
性
β

と

三
メ

レ

ー

ル

間
の

企

琴
∫
の

限

界
変
形
率

を

冒
=
(

ぎ
＼

ぎ
○

)
＼

(

ぎ
＼

ぎ
○

)

と

表
わ

す
｡

こ

れ

は
ニ

ュ

メ

レ

ー

ル

を

使
用
し
て

特
性
β

を

生

産
す
る

と

き

ゃ

限
界
費
用

で

あ

る
｡

こ

れ

ま
で

の

準
備

は
､

我
々

が

計
画
プ
ロ

セ

ス

に

応
用

す
る
､

次
の

非
常
に

重

要
な

条
件
の

導
出
の

た

め

に

な

さ

れ

た

も
の

で

あ

る
｡

系
2 ･1

特
性
で

表
わ

さ

れ

る
パ

レ

ー

ト

最
適
生

産
品
貿

勺

5
t

｡

○
】

首
∋
巴

唱
O

d

亡

毘

q

邑
昔
)

の

た

め
の

必

要
条
件
は
､

次

式

で

表
わ

さ

れ
､

こ

れ

は

勺
･

S
･

勺
･

で

あ

る
｡

冨

<

ト

M

さ
㌔
㌔
爪

コ
Q

{

M

も
㌔

も
-

ご
q

)

晋
1-
○

(

も
=
C

O

旦
･

)

抑
は

次
の

凸

集
合
､

{

邑
≠

入
甘

き

ぎ

ぎ
…

…
∵

e
q
)

爪
○

壷
Q

V
O

<

且

上

で
､

蜘
に

関
し
て

姻
を

最
大
化

す

る

た

め
の

タ

ー

ン

=

タ

ッ

カ

▲7

-

条
件
で

あ

る
｡

朗

ヽ
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以

上
で
､

応
用

す
る

日

払
N

?
H

品
昌
モ

デ
ル

の

設
明

を

終
了

し
､

次

節
で

本
稿
の

主

題
で

あ

る

品

質
調

整
の

た

め
の

計
画
プ

ロ

セ

ス

を

捷
示

す
る
｡

三

晶

質
調

整
の

た

め
の

計
画
プ

ロ

セ

ス

本
筋
に

お

い

て

我
々

は

二

の

分
析
的
枠
組
の

中
で
､

品

質
調

整

の

た

め
の

二

つ

の

計
画
プ

ロ

セ

ス

を

提
示

し
､

そ
れ

ら
を

総
称
し

て

計
画
プ

｡

セ

ス

Q
と

呼
ぶ
｡

三

二
で

我
々

は

私

的
財
の

品

質

調

整
の

た

め
の

計
画
プ

ロ

セ

ス

Q
l
､

三
･

二

で

公

共
財
の

品

質

調

盤
の

た

め
の

計
画
プ

ロ

セ

ス

Q
2

を

提
示
し
ト

ま

た

そ

れ

ら
の

作
動
様
式
も

あ

わ

せ

て

叙
述
す
る
｡

更
に

三
･

三

で

は

計
画
プ

ロ

セ

ス

Q
の

諸

特
性
に

つ

い

て

吟
味
し
､

三
･

四
で

は

従

来
の

数
量

潤

筆
プ

｡

セ

ス

の

修
正
と

再
解
釈
を

試
み
､

プ

ロ

セ

ス

Q
と
の

差

異
も

検
討
す
る
｡

三
･

一

私

的
財
の

品

質
調

整

〓

で

説
明
し

た

モ

デ
ル

の

中
の

財

り
は

私
的
財
と

考
え

ら
れ

る

か

ら
､

私
的
財
の

品

質
調

整
の

た

め
の

計
画
プ

ロ

セ

ス

Q
l

は

以

下
の

よ

う
に

定

式
化
さ

れ

う

即
ち
次
の

微
分

万

巻
式
系
で

表
現

さ

れ

る
｡

〔

計
画
プ

ロ

セ

ス

Q
l
〕

盲

畔
U
{

∴
′

■･ノ一
り

M

さ
㌔
㌧
(
≠

)

+
甘
(

p

冒
>
○
､

ヨ

買
[

○
､

M
も
㌔
司

㌧

告
-

ぎ
(

営
-

晋
--
る
.

<
㌧
､

βめ

盲

鴫
‖

も

蛸

雷

鴫
R

占

き
)

鴫
＋

晶
人

撃

芸
.

邑
F

e

蒜

驚
>
-

<
. 計

-

M

㌔
=
-
､

も
=

8
n

賢

パ

レ

ー

ト

最

適
生

産
品

賓
の

た

め
の

条
件
脚
よ

れ

㈹
は

容
易
に

導
出
さ

れ
､

次
の

意
味
を

持
つ
｡

即
ち
こ

れ

は

財
∫
】

単
位
に

含

ま
れ

る

特

性
β

の

量
の

調

亜
方

准
式
で
､

ニ

ュ

メ

レ

ー

ル

で

測
っ

た

限

界
的
社

会
的
価
値
と

限

界
費
用
の

大
小
に

応
じ
て

特
性
″

の

(

2
)

量
を

増
減
さ

せ

る

こ

と

を

示

す
｡

こ

こ

で

限

界
的
社

会
的
価

値
と

は
､

特
性
β

の

限

界
的
変
化
に

対

す
る

個
人

的
評
価
の

総
和
で

あ

り
､

そ

の

意
味
で

㈹
は

公

共
財
の

最
適
供
給
の

た

め
の

サ

ミ
丘

エ

ル

ソ

ン

条

件
の

拡
張
と

み
な

し

う
る

が
､

そ

れ

ほ

財
の

品
質
が

公

共

財
的
性
格
を

有
す
る

た

め

だ

か

ら
で

あ
る
｡

即
ち

品

質
の

選
択

可
能
領
域
が

す
べ

て

の

個
人
に

と
っ

て

同

等
だ

と

い

う
こ

と

で

あ

る
｡

㈹
の

第
二

式
は

プ

ロ

セ

ス

の

開
始
以

前
に

特
性
β

が

存
在
し

な
い

場
合
で
､

そ
の

負
方

向
へ

の

調

整
を

回

避
す
る

た

め
に

m

賀

操
作
が

行
な

わ

れ

て

い

る
｡

㌣
払

野
∴

卓
-
､

卜
書

奉
▲

博

ヂ
汁
ミ

キ

ぎ

臣
F

岩
r

～

巨

臣
､ト
h

巨
F
､

‥

声

賢
一′

∵
.

湊
町

巨
カ

キ
､

賢

妻
サ
ー■
巨
■こ=
.
臣
き

蔓
■--､
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㈹

ほ

財
･

J
の

数
量
を

固
定
し

て

お

き
､

財
に

含
ま
れ

て

い

る

特

性
β

の

量
の

み

を

変
化
さ

せ

た

と

き
の
､

家
計
ゐ

に

ょ

る

特

性
¢

の

消

費
量
の

変
化
を

表
わ

し

て

い

る
｡

榊
は

特
性
¢

の

消
費
に

伴

い
､

効
用
水
準
を

以

前
と

同
等
に

維
持
す
る

た

め

に

必

要
な

補
償

を

示

す
第
一

項
と
､

プ

ロ

セ

ス

の

作
動
中
に

生

ず
る

社

会
的

余
剰

の

分
配
を

表
わ

す

第
二

項
よ

り

成
っ

て

お

り
､

実
行
可
能
性
の

条

件
を

満
足
す
る

よ

う
に

作
ら
れ

て

い

る
｡

一

見
し
七

明

ら
か

な
よ

う
に
､

計

画
プ

ロ

セ

ス

Q
l

は

M

D

P

タ

イ

プ

の

プ

ロ

セ

ス

で

あ

り
､

後
述
す
る

よ

う
に
､

類
似
の

作
動

様
式
と

諸
特
性

(

p
r

O

勺
e

r

F
e
∽
)

を

持
っ

て

い

る
｡

三
･

二

公

共
財
の

品

質
調

整

三

二
で

は

私
的
財
の

場
合
を

考
察
し

た

が
､

財
を

特
性
に

分

解
し

て

議
論
を

行
な

う
場
合
､

特
性
空
間
の

次

元
が

私
的
財
に

と

っ

て

も

公

共
財
に

と
っ

て

も

殆
ど

同

等
で

あ

る

よ

う
な

公

共

財
に

議
論
を

限

定

す

れ

ば
､

両

財
と

も

品

質
に

関
し
て

は

殆
ど

同

様
な

(

3
)

取
り

扱
い

を

す
る

こ

と

が

で

き

る

で

あ

ろ

う
｡

あ
る

い

は

こ

の

種

の

分

析
に

お

い

て

も
､

両

財
閥
に

ょ

り

本

質
的
な

差
異
が

あ

る

と

考
え

る

ぺ

き
か

も

し

れ
な
い

が
､

も

し

右
の

よ

う
な

考
え

が

容
認

さ

れ

う
る

も
の

な

ら
ば
､

公

共
財
の

品

質
を

調

整
す
る

計
画
プ

ロ

セ

ス

Q
2

ほ
､

二

の

分

析
的
枠
組
を

適
当
に

変
更
す
る

こ

と
に

よ

(

4
)

っ

て
､

次
町

よ

う
に

定
式
化
で

き

る

で

あ

ろ

う
｡

〔

計
画
プ

ロ

セ

ス

Q
2
〕

T ｢

雷 雷 雲

合
音

】l

+
削
+

M

さ
∂
ズ
叶

)

-

冒
(
叶

)

∨
¢
-

ぎ
>
○
}

m

買
[

○
､

M

さ
司

㌧
(
叶

)

-

ご
○

(
叶

)

]

さ
○

=
○
､

<

ト

幣
ぜ

蝶

鴫
=

･

M

箕
晶
＋

諸
人

柑
)

柑
-

弓
F
e

【

e

宵
>
○

<
計
､

M
計

守
=
-

も
､

=

8
ロ
∽

t
･

く

ざ

計
画
プ

ロ

セ

ス

Q
2

は

公

共

財
の

等
量
消

費
あ
る

い

ほ

共
同
消

費
と
い

う
特
質
を

考
慮
し
て

設
計
さ

れ

て

い

る

が
､

こ

の

体

系
に

お

い

て

は

J
個
の

公

共
財
の

品

質
を

C

個
の

特
性
の

調
整
と
い

う

(

5
)

形
で

行
な

う
こ

と

が

で

き
る

計
画
プ

ロ

セ

ス

と
な
っ

て

い

る
｡

各

式
の

意
味
は
､

財
の

種
類
の

違
い

を

除
け
ば

す
べ

て

Q
l

と

同

様

で

あ

る
｡

こ

こ

で

公

私
両

財
を

殆
ど

同
様
に

扱
い

う
る

の

は
､

前
述
の

特

.

性
分

解
の

こ

と

も

あ
る

が
､

Q
l
､

Q
2

と

も

財
の

数
量
を

固
定

し
て

あ

る

の

で
､

従

来
の

数
量
調

整
プ

ロ

セ

ス

に

お

け

る

両

財
の

差
異
が

明

示

的
に

現
わ

れ

な
い

た

め
で

あ
る

と

も

考
え

ら

れ

る
｡

さ

て

次
に

計
画
プ
ロ

セ

ス

Q
l

お

よ

び

Q
2

の

作
動
様
式
に

つ

㈱
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い

て

説
明
し

ょ

う
｡

そ

の

た

め

便
宜
的
に

品

質
調

整
を

行
な

う
計

画

主

体
を

導
入

し
､

品

質
調

整
セ

ン

タ

ー

(

の
亡

巴
訂
y

A
d

首
s
t
･

ヨ
e

已

C

昌
t

①

ヽ

以
下

Q
A

C

と

略
す
)

と

名
づ

け

る
｡

Ⅰ

始
動
ル

ー

ル

(

l

已
t

訂
t
-

n

内

村
已
e
)

Q
A

C

は

す
ぺ

て

の

家

計
九

と

企

業
･

∫
に
､

配
分

白

爪

ゝ

お

よ

び

価
格
ベ

ク

ト

ル

匂
爪

担
T

㍉

の

情
報
を

伝
達
す
る
｡

Ⅱ

反
応
ル

ー

ル

(

河
①
∽

勺
O

n
S

O

R

已
e

)

Q
A

C

か

ら
の

情
報
を

考
慮
し

て
､

各

家

計
九

は

ぎ
計

爪

知
十

q

を

計
算
し
､

Q
A

C

に

ぎ
㌔
㌔

(

プ

ロ

セ

ス

Q
2

の

場
合
ほ

和

が

共
通

だ

か

ら

ぎ
訂

の

み
)

を

報
告
す
る
｡

各
企

業
は

ぎ
を

Q
A

C

に

伝
達
す
る
｡

Ⅲ

改

訂
ル

ー

ル

(

R
O

く
訂
小

O

n

河

已
e

)

Q
A

C

は

司
○

訂

b

㌔
(

プ

ロ

セ

ス

Q
2

の

場
合
は

ぎ

㌔
し

を

集

計
し
､

ご
○

と

比

較
し

て
､

前
者
が

後
者
を

超
過

す

る

場
合
に

は

特
性

ぎ
の

量
を

増
や

し
､

逆
の

場
合
に

は

減
ら

す
と
い

う
､

ワ

ル

ラ

ス

的
模
索
プ
ロ

セ

ス

を

操
り

返

す
｡

■

Ⅳ

終
了
ル

ー

ル

(

→
0
→

m
ぎ
p
t

ぎ
粥

R

已
①
)

限
界
的

社
会
的
価
値
と

限

界
費
用
が
一

致
し

た

と

き
､

即

ち

抑

で

表
わ

さ

れ

る
パ

レ

ー

ト

最
適
生

産
品

貿
の

た

め
の

必

要
条
件

が

満
た

さ

れ

た

と

き
､

Q
A

C

ほ

プ

ロ

セ

ス

を

終
了
さ

せ
､

各

家
計
ゐ

に

ニ

ュ

メ

レ

ー

ル

と

J
個
の

財
に

含
ま

れ

る

特
性
の

洞

伽

費
可

能
重

富
<
Q
-

㌧

を

通

知
し
､

各
企

業
に

最
適
生

産

品

質

を

持
つ

財
の

生

産
を

指
示

す
る
｡

三
･

三

計

画
プ

ロ

セ

ス

Q
の

諸

特
性

次
に

計
画
プ

ロ

セ

ス

Q
の

諸

特
性
(

p
r

O

p
e

基
金
)

に

つ

い

て

述

べ

る
｡

以

下
そ

れ

ら

を

列
挙
し
て

詳
細
に

検
討
し
よ

う
｡

証

明
は

プ

ロ

セ

ス

Q
2

に

代

表
さ

せ

て

行
な

う
こ

と
に

す
る
｡

特

性
1

実
行

可

能
性
(
f

e

p
s

旨
-
-

i

t

y
)

こ

れ

ほ

ブ

占

セ

ス

を
つ

く

る

段
階
で

既
に

考
慮
し
て

あ
る

が
､

次
の

よ

う
に

達
成
が

証

明
さ

れ

る
｡

定
理

Ⅰ

任

意
の

初
期
値

叉
○
)

が

実
行
可

能
で

あ
る

す
べ

て

の

解

ぇ
ご

e

に

と
っ

て
､

ヘ

ス

ご
b
)

爪

ゝ

<
叶

爪

[

〇
.

＋

8
)

で

あ

る
｡

〔

証

明
〕

解
の

実

行
可
能
性
は

以

下
の

よ

う
に

し
て

示
し

う
る

が
､

そ

れ

は

糾

-
細
か

ら

明

ら
か

で

あ

る
｡

冨

M

鵡
＋

M

き

舘

‖

･

M
Q

M

さ

婚
･

且
柑
)
柑

･

ぎ
柑

u

M
入

棺

了
M
｡

(

M
も
㌔

ヨ
も

贈
呈

E
阪
臥

r

r

ト
琶

..,

汁
軒
∴

≠
卜
電

卓

魂
≠

..

汁
事
′

弘
ぎ

≡
三

軍
巨

ド
き

㌢

ぎ
ぎ
臥

F
二

.
イ

i

潅
ぎ
賢

∴

兵

争
J

→

重

言
ふ

.
㌢

一ノ
軒
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(

証
明

了
)

こ

こ

で

次
の

二

特
性
の

達
成
を

証

明

す
る

た

め
に
､

仮
定
1

を

強
化

し
､

行
動
仮
説
と

し
て

仮
定
3

を

追
加
す

る
｡

仮
定

r

す
べ

て

の

家

計
に

と
っ

て

効

用

関

数
が
は

強
く

擬

凹

(

賢
1

打
t
-

y

β

仁
p
S
i

占
中
ロ

β
く
①

)

で

あ

る
｡

･

仮
定

3

各
家

計
ん

は

近

視
眼

的
(

m
y
O

貰
ぃ

)

行
動
を

と
る
｡

即

ち
九

は

各
時
点
亡

で

得
ら

れ

る

効
用

増
分
の

み

を

考
慮
し

て
､

各
時
点
で

最
適
な

ぎ
ズ
叶

)

を

報
告
す
る
｡

即
ち

各
家

計
は
､

霊

代
･･

関
根
＋

M

舶
紺

u

駅
(

M
q

き
)

紺
＋

鴫
)

を

考
慮
し

て

行
動
す
る
｡

特
性
2

単
調

性
(

m
O

ロ

O
t

O

n
訂
}

キ
)

プ

ロ

セ

ス

の

初

期
値
が

実
行
可
能
で

あ

り
､

均
衡
状

態
に

到
る

ま
で

常
に

単
調

非
減
少
的
で

あ
る

な

ら
ば
､

プ

ロ

セ

ス

ほ

単
調

的

で

あ
る

と

い

う
｡

定

理

Ⅱ

す
べ

て

の

解

与
し

ょ
)

お

よ

び

す
べ

て

の

時
点

:

[

○
-

＋

8
)

に

対

し

て

乱

b

言
外

W
O

<
計

爪

軸

で

あ
る
｡

〔

証

明
〕

仮
定
3

よ

り

霊

代
･･

駅
(

M

箕
晶
＋

鴫
)

で

あ
る

か

ら
､

こ

れ

に

困

を

代
入

す
る

と
､

雪

幣
哲
M

垂
V

…
爪

バ

(

証
明

了
)

定
理

Ⅱ
の

示

す

通
り
､

各
家

計
の

効
用
水

準
は

単
調

非
減
少
的

で
､

プ

ロ

セ

ス

Q
は

単
調

性
を

満
た

し
て

い

る
｡
′

こ

れ

は

プ

ロ

セ

ス

の

作
動
中
に

生

ず
る

社

会
的
余
剰
を
､

各
家

計
の

効
用
を

増
大

さ

せ

る

よ

う
に

冶
配

可

能
で

あ

る

こ

と
か

ら

得
ら

れ

る

特
性
で

あ

り
､

M

D

P

タ

イ

プ

の

プ

ロ

セ

ス

に

共

通

し
て

い

る
｡

特
性
3

収
束

性
(

8
n

孟
r

慧
n

宕
)

定
理

Ⅲ

仮
定
r
､

㌢
､

3

の

下
で
､

す
べ

て

の

初
期
値

叉
○
)

爪

ゝ

お

よ

び

す
べ

て

の

所
与
の
■
パ

ラ

メ

ー

タ

ー

∂

に

対

し

て
､

解

ぇ
ご
む
)

が

個
別

合
理

的
パ

レ

ー

ト

最
適

配
分

に

収
束

す

る
｡

〔

証

明
〕

㈹
よ

り
プ

ロ

セ

ス

の

定

常
点

は
パ

レ

ー

ト

最
適
で

あ

る
｡

次
の

リ

ァ

プ

ノ

フ

関
数
を

考
え

て

み

よ

う
｡

雷

只
叶

)

=

M

も
｢

ズ

㌔
ふ
才

一

⊥

明

ら
か

に

只
叶

)

>
○

で
､

卵

よ

り

朗
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雷

哨
U

M

朝
史
蛸
)

㌦

…

蓋

し

た

が
っ

て
､

す
べ

て

の

:
[

0
-

＋

8
)

に

お

い

て
､

プ

ロ

セ

ス

の

均
衡
以

外
で

は

き
1

(

望
無
>
○

で

あ

り
､

故
に

が

は

厳

密
に

増
加
す
る
｡

仮
定
㌢

よ

り

御

は

上

方
有

界
で

あ

り
､

故
に

e
q

<
､
)

Q

も

上

方
有
界
で

あ
る
｡

し

た

が
っ

て

只
叶

)

も

上

方

(

6
)

有
界
で

あ

り
､

解
の

存
在
を

仮
定
す

る

と
､

C

訂
m
p
s

p

r

T
D

手

写
口

昌
｡

y

[

N

]

の

定
理

6
･

1

よ

り
､

プ

ロ

セ

ス

は

擬
安
定

(

宅
邑
･

∽

t

P

E
の
)

に

な

る
｡

即
ち
い

か

な

る

解
経
路
の

極
限

点

も

定
常
点
に

な

る
｡

更
に

仮
定
r

の

効
用

関
数
の

強
擬
凹

性
と
､

い

か

な

る

定

常
点

も
パ

レ

ー

ト

最
適
で

あ

る

こ

と

に

よ

り
､

安

定
性
が

得
ら
れ

る
｡

(

証

明
了
)

特
性
4

中
立

性

(

P

2
t

岩
亡
t

ユ

す
べ

て
.
の

個
別

合
理

的
な
パ

レ

ー

ト

最
適
は
､

単
調

的
な

計
画

プ

｡

セ

ス

の

使
用
に

よ
っ

て

達
成
さ

れ

う
る

が
､

プ

ロ

セ

ス

の

作

動
中
に

生

ず
る

社

会
的
余
剰
分

配
方

法
の

選

択
に

応
じ
て
､

異
な

っ

た
パ

レ

ー

ト

最
適
に

到

達
す
る
｡

換
言
す

れ

ば
､

プ

ロ

セ

ス

の

開
始
以

前
に

外
生

的
に

決
定
さ

れ

る

分

配
方

法
に

よ

っ

て
､

い

か

な
る
パ

レ

ー

ト

最
適
を

も

達
成
す

る

こ

と
が

で

き
る

な

ら

ば
､

計

画
プ

ロ

セ

ス

は

中
立

的
で

あ
る

と
い

う
｡

細
々

じ

計

画
プ

ロ

セ

ス

の

中
立

性
の

問
題
は
､

C

訂
ヨ
p
∽

p

弓
[

占

に

よ

っ

て

提
起
さ

れ

た

が
､

彼
は

M

D

P

プ

ロ

セ

ス

が

こ

の

特

性
を

有

す
る

こ

と

を

証

明

す
る

た

め
七
､

プ

ロ

セ

ス

を

定

義
づ

け
る

微
分

方

寒
式
の

解
の
一

意

性
を

仮
定

し

た
｡

更
に

C
｡

⊇
e

t

[

串
[

占

は
､

C

訂
ヨ
勺
S

呂
【

の

結

論
を
一

般
化
し
､

解
の

一

意
性
の

仮
定

な
し

に

M

D

P

プ

ロ

セ

ス

の

中
立

性
を

証

明

し
､

私
的
財
の

み

の

純
粋
交
換
の

C
O
r

ロ
e

t

プ

ロ

セ

ス

に

お

け
る

中
立

性
を

も

証

明

し

た
｡

プ

ロ

セ

ス

Q
の

中
立

性
を

証

明

す
る

た

め

に
､

我
々

ほ

次
の

仮

定
を

置
く
｡

仮
定
4

す
べ

て

の

家

計
ゐ

に

と
っ

て
､

む

b

ズ
0
､

㌔
)
＼

計
q

計

=
○

<
b
､

く

㌔
爪

N
計

で

あ
る
｡

.

定

理

Ⅳ

計
画
プ

ロ

セ

ス

Q
は

中
立

的
で

あ

る
｡

〔

証

明
〕

プ

ロ

セ

ス

Q
が

M

D

P

タ

イ

プ

で

為
る

こ

と

か

ら
､

C
O

⊇
監
[

占

の

定

理
2

が

適
用
で

き
､

仮
定
γ
､

㌢
､

4

の

下

で

プ

ロ

セ

ス

Q
は

中
立

的
で

あ

る
｡

(

証
明

了
)

特

性
5

情

報
分

権

性

(
-

已
O
r

ヨ
p
t
小

○

ロ

巴

d
e

n

記
ロ
t

⊇
-

訂

苧

t
i

O

月
)

匿
m

F
-

L
町

卜

蔓
卜

㍗
振
町
一

法
甘
l

r

r
.､

卜
l

争
ト
1

輔
′

ぎ
.

卜
､

邑
臣
ト

r

臣
F
r
ト

㌃

げ

巨
}

■

欝
巨
,}

.

紆
∴

i
転

メ

臣

=
臥
裏

書
暑
A

㌢
.モ

F
チ

.■
∴
㌃
紗



凋
パ

､.篭

当
欄

甲

竃
l

叫
牽
長
官
.

掛
苧
.8
叫

1

寄
畑

崩
1

弓
.

題
-
一

1
Y:
j

山

1
1
.

考
十

増
.
叶

+

胤
甥

■

頂
‥

､
叫
+

華

ゃ

も

ふ

+

ぜ
1

1

∴

､.■山遥
-
丁

買
1

1
甥
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′

資
源
配

分
メ

カ

ニ

ズ

ム

が

次
の

三

条
件
を

満
た

し
て

い

る

と

き
､

そ
の

メ

カ

ニ

ズ

ム

は

情
報
的
に

分

権
化

し
て

い

る

と
い

う
｡

こ

れ

は
､

試

弓
鼓
c

N

[

-

○
]

∴
-

占

に

ょ
っ

て

導
入
さ

れ

た

概
念
で
､

計

画
プ

ロ

セ

ス

の

議
論
に

も

適
用
可

能
で

あ
る
｡

山

情
報
的
プ

ラ

イ

プ
ァ

シ

ー

維
持
可
能
的

(

訂
冒
コ
2
P

t
-

○

ロ

巴

p
【
i

く

荒
叫

勺

詔
諾

ヨ
ー
]

品
)

情
報
交
換
の

過
巷
に

お

い

て
､

各
経
済
主

体
が

発
す
る

情
報
が
､

自
己
の

経

済
環

境
と

計
画
セ

ン

タ

ー

よ

り

受
信
し

た

情
報
に

の

み

依
存
す
る

こ

と
､

即
ち
セ

ン

タ

ー

よ

り

受
信
し
た

情
報
に

対

す
る

各
主
体
の

反

応
が
､

受
信
情
報
と

私

的
情
報
に

の
■
み

依
存
し
､

他

の

主
体
の

情
報
に

依
存
し
な
い

こ

と

を
､

情
報
的
プ

ラ

イ

プ
ァ

シ

ー

維
持
可

能
的
と

言
う
｡

山

側

自
己

関
連
性

(
∽

e

宇
岩
-

e

弓
P

2
U

y
)

伝
達
さ

れ

た

情
報
の

中
で
､

各
主

体

が

自
己
の

話
動
に

関
す
る

･
部
分
の

み

を

利
用
す
る

こ

と

を
､

自
己

関
連
性
と

言

う
｡

血
=

置
名

性

(

p

n

O

n
-

2
芹
y
)

計
画
セ

ン

タ

ー

は
､

報
告
さ

れ

た

情
報
の

起
濠
(

発
信
者
)

に

つ

い

.
て

の

情
報
を

保

有
す
る

必

要
が

な
い
｡

従
っ

て

各
主
体
は

匿

名
的
に

取
り

扱
わ
れ

る

た

め
､

こ

の

こ

L

を

匿
名
性
と

言
う
｡

さ

て

プ

ロ

セ

ス

Q
の

反

応
ル

ー

ル

を

み

る

と
､

各
家

計
ほ

Q
A

C

よ

り

受
信
し

た

情
報
に

反
応
し
て
､

予

算
制
釣
下
で

自
己
の

効

用
最
大

化
の

た

め

が
を

選
択
し
､

同
じ

く

各
企
業
は

Q
A

C

よ

り

の

情
報
に

反
応
し

て
､

自
己
の

技
術
的
制
約
の

下
で

利
潤
を

最
大

化
で

き
る

よ

う
に

限

界
費
用

伽

を

選

択
す
る
〝

各
主

体
は

各
々

効
用

な
い

し
ほ

生

産
関
数
と
い

う
私
的
情
報
と
､

Q
A

C

か

ら

の

情
報
に

依

存
し
て

自
己
の

情
報
選

択
を

行
な
っ

て

い

る
｡

従
っ

て

プ

ロ

セ

ス

Q
ほ

情
報
的
プ

ラ

イ

グ
ァ

シ

ー

推
持
可

能
的
で

あ

る
｡

次
に

プ

ロ

セ

ス

Q
に

お

い

て

家
計
九

の

情
報
は

吋
企

琴
∫

の

情
報
は

榊

で

あ

り
､

各
主

体
は

こ

れ

ら
の

情
報
を

得
る

た

め

に
､

Q
A

C

か

ら
の

情
報
の

う
ち
で

自
己
の

最
適
化
行

動
に

閲
す
を

部

分
の

み

を

利
用
し

て

い

る
｡

従
っ

て

プ

ロ

セ

ス

Q
は

自
己

関
連
性

を

満
た

し
て

い

る
｡

最
後
に

プ

ロ

セ

ス

Q
の

改
訂
ル

ー

ル

を
み

る

と
､

Q
A

C

は

自

己
の

通

信
を

改
訂
す

る

に

あ

た
っ

て
､

各
主
体
か

ら

受
償
し
た

情

報
に

の

み

依
存
し
､

個
々

の

発
信
者
に

関
す

る

私

的
情
報
を

必

要

と

し

な
い
｡

従
っ

て

プ

ロ

セ

ス

Q
は

匿
名

性
を

満
た

し
て

い

る
｡

故
に

プ

ロ

セ

ス

Q
は

前
述
の

三

条
件
を

満
た

す
の

で
､

情
報
的

に

分

権
化
し
て

い

る

こ

と
が

わ

か

る
｡

次
に

選
好
の

マ

ニ

ビ

ュ

レ

イ
ン

畠

ン

に

つ

い

て

検
討
す
る

が
､

棚
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プ

ロ

セ

ス

Q
が

M

D

P

タ

イ

プ

で

あ

る

こ

と

か

ら
､

ア

ナ

ロ

ガ

ス
■

(

7
)

な

結
論
に

導
か

れ

る
｡

我
々

ほ

こ

れ

ま
で

其
の

選
好
表
明

を

想

定

し
て

き

た

が
､

以

後

は

選

好
の

偽
り
の

可
能
性
も

考
慮
し
､

プ

ロ

セ

ス

Q
2

を

以

下
の

よ

う
に

修
正

す
る
｡

窒

幣
{

M

さ
曾
ズ
叶

)

-

冒
(

p

晋
>
○
､

ヨ

買
[

○
､

M

さ
苫
ズ
叶

)

-

冒
(

営
-

e
O

=
○
､

<

ト

軍

幣
ぜ

蝶

富

根
=

t

M

さ
ズ

晶
＋

串
(

贈
)

N
-

阜
F
e

岩

雪
>
○

<
計
-

M
計

笥
=
-

.

ゼ
=

8
n
S

t
･

<

計
､

こ

こ

で

材
は

必

ず
し
も

が
と

は
一

致
し

な
い
､

表
明
さ

れ

た

限

界
代
替
率
で

あ

る
｡

定

理
Ⅴ

も

し

苫
計

=
司
㌔

な

ら

ば
､

他
の

家

計
(

㌣
廿

古

の

い

か

な

る

〆
の

表
明

と

も

無
関
係
に

乱

b

ズ

望
致
W
O

で

あ

る
｡

〔

証

明
〕

餉
に

糾
､

㈲
を

代
入

す
れ

ば
､

霊

代
‖

駅
[

M

告

ぎ
品
＋

晶
入

柑
)

]

仮
定
1

よ

り

む

b

言
ぎ
計

∨
○

で

あ

る

か

ら
､

苫
ア
=
司

㌔

の

時

こ
⊥

よ
ヽ

富

鴨
‖

駅
員
入

柑
)

㌦
｡

と

な

り
､

効
用
が

非
減
少

的
で

あ

る

こ

と

が

わ

か

る
｡

(

証

明

了
)

.

従
っ

て

プ

ロ

セ

ス

Q
に

お

い

七

は
､

家
計
が

正

直
に

選

好
表
明

す
る

限

り
､

効
用

増
分
が

負
に

な
る

こ

と

は

な
い
｡

次
に

真
の

選
好
を

表
明
せ

ず
に

他
の

家

計
の

費
用
負
担
に

ょ

っ

て
､

可
変
的
品

質
の

公

共

財
の

便
益
を

享
受
す
る

可

能
性
を

検
討

す

る

た

め
に
､

ゲ

ー

ム

論
的
視
点
か

ら

プ

ロ

セ

ス

Q
を

考
察
し
て

み

よ

う
｡

(

8
)

プ

ロ

セ

ス

Q
は
､

G
r

e

e

n
･

｢
巴
ざ
n
t

[

コ

プ

ロ

セ

ス

や

M

D

P

プ

ロ

セ

ス

と

同
様
に
､

-

O

C

巴

笥
m
①

に

属
し
て

お

り
､

行
動
仮
説

の

仮
定
3

が

設
け

ら

れ

て

い

る

が
､

今
乱

q
計

盲

を

各
家

計
の

利

得

(

p
p

y
｡

8
､

･
苫
計

を

戦
略
(

s
t

邑
0

笥
)

と

す
る

非
協
力
ゲ

ー

ム

に

お

い

て
､

以

下
の

こ
′
と

が

明
ら

か

と

な

る
｡

定
理
Ⅵ

苫

『
ぎ
声

は

邑
n

ぎ
p

粥

戦
略
で

あ

り
､

晋
>
○

の

と

き

に

は

唯
一

の

ヨ
ぎ
小

目
p

対

戦
略
で

あ

る
｡

〔

証

明
〕

苫
計

=

鞋
が

邑
n

ぎ
買

戦
略
で

あ

る

こ

と

を

示

す

た

め

に

は
､

苫

㌔
灯

鞋
の

時
の

家

計
ゐ

以

外
の
･

各

の

戦
略
に
､

β9 ≠

酔
軒

巨
.､
げ
L

巨
∵

貫
■

1

す

㌔

㌢
r

=

賢
r

巨
訂

限
限
臣

F
臥
い
J

L

r

野
上
す
ー
∵

レ

毒
.

哺
■
警
■■

ド
寮

監
F
を

監

芦
r

.:

卜
F

F
■

ぎ
軒
ニ
･
げ

卜



司
川

h

与

瑚
J

着
､
■.

細
筆

¶
≡
づ
ー
L

.車
J
-

1

…
､

ヱ

■.カ
頚

盟
｡
1

.∴

.≠
｢
一
j

､

.

勺
て

づ

叫

.

.

.

頼
領

-
､

､

∵
.

増

誉
J
.

j
､
､

弓
､
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管
計

=
司
q

計

の

時
に

九

が

得
る

利
得
以

下
に

す

る

戦

略
が

常
に

存
在
す
る

こ

と

を

言
え

ば

十

分
で

あ

る
｡

帥
を

書
き

換
え

㈹
に

代
入

す
れ

ば
､

霊

代
‖

駅
[

M

春

吉
蔓
驚
喜
音
1
ご
q

)

･

晶
｡

(

驚
喜
亨
且

と

な
る
｡

定
理

Ⅴ
か

ら

曾
計

=
司

㌔

な

ら
ば
､

他
の

家
計
の

管
内

(

芯
古

の

僅
に

関
係
な

く

乱

b

ズ

望
臣
V
O

で

あ
る

か

ら
､

も
≠

鞋
な

ら

ば

常
に

乱

q

ズ

望
熟
<
○

と

す
る

よ

う
な

〆
の

組
が

存
在
す

れ

ば
､

定
理

は

証
明

さ

れ

た

こ

と
に

な
る
｡

そ

こ

で
､

窒

M
曾

ぎ
=
〕
首

-
司
㌔

ぜ

ホ

≠

計

と

お

い

て
､

脚
に

代
入

す
れ

ば
､

雪

鵡
口

羽
[

M

き
･

音
竃
･

S

＋

宵
M
入
管
㌔

｢
ぎ

㌔

㌔
]

‖

駅
M

亨
-

)

(

予
S

貰
｡

(
･

.

･

与
<

じ

､､
､
√

従
.っ

て

が
を

表
明

す
る

こ

と
が

唯
一

の

2 .

n
i

ヨ
p

粥

戦
略
で

あ

る

こ

と
が

証

明
さ

れ

た
｡

(

証

明
了
)

次
に
､

均

衡
点
に

お

け
る

定
理

を

提
示

す
る
｡

一

般
に

M
も
㌔

き

=

冒
(

即
ち

合
音

盲
=
○
)

の

時
に

得
ら

れ

た

均
衡
は
､

次
の

様
な

性
質
を

持
つ

時
に

安
定
的
で

あ

る

と

言

え
る
｡

即

ち

均
衡
点
に

お

い

て
､

あ

る

主

体
ぁ

が

戦
略

材
を

変
更
し
て

も
､

他
の

す
べ

て

の

主
体
が

以

前
と

同

じ

戦
略

.

材
を

選

択

す
る

な

ら

ば
､

乱

q

言
ス
○

が

成

立

す
る

と
い

う
性
質
で

あ

る
｡

こ

れ

は

ゲ
ー

ム

理

論
に

お

い

て

ナ

γ

シ

ュ

均

衡
と

呼
ば
れ
､

こ

の

解
概
念
を

用
い

る

と

次
の

定

理
が

得
ら
れ

る
｡

定
理

Ⅶ

プ

ロ

セ

ス

Q
の

ナ

ァ
ソ

ユ

均
衡

点

に

お

い

て

は
､

苫
計

=

ぎ
訂

<
計

で

あ

る
｡

〔

証
明
〕

も

し

均

衡
点

に

お

い

て

苫
計

≠

ぎ
計

な

ら
､

M

さ
㌔
-

=

冒
よ

り
､

M
苫

ぎ
＋

ぎ
㌔

丸
首
と

な

る
｡

と
こ

ろ

が

定

札

≠

計

理

Ⅴ
か

ら

苫
計

=
司

㌔

の

と

き

は

学
q
評

言
什

W
O

で

あ

り
､

前
述

の

ナ

ッ

■シ
ュ

均
衡
の

条
件
に

反
す
る
｡

故
に

ナ

ッ

シ

ュ

均

衡
点

に

お

い

て
､

も
=

乾
<
計

で

あ

る
｡

逆
に

苫
計

=

乾
<
訂

の

と

き
の

均
衡
点
が

安
定
的
で

あ

る

こ

と

も

明

ら
か

で

あ

る
｡

と

い

う
の

は

そ

の

点

は
パ

レ

ー

ト

最
適
で

あ

り
､

そ

の

点
か

ら
の

シ

フ

ト

は

す
ぺ

て

の

家
計
の

効
用
を

同

時
に

高
め

る

こ

と

な

く
､

伽

.

.
ざ

荒

邑
野
際

監

監



養

一

席論叢 第八十二巻 第六号 ( 96 )

従
っ

て

苔

『
ぎ

ご

芯
計

で

あ

れ

ば
､

定

理

Ⅴ

よ

り

乱

b

言
外

V
O

く
軋

≠
計

と

な

り
､

結
果
的

に

丸

q
計

盲
<
○

と

な

ら

ざ

る

を

得
な
い
｡

(

証
明

了
)

以

上
で

プ

ロ

セ

ス

Q
の

特
性
に

関
す
る

議
論
を

終
了

し
､

次

節

に

移
る
｡

三
･

四

数
量
調

整
プ

ロ

セ

ス

の

修
正

公

共

財
の

配
分

調

整
メ

カ
ニ

ズ

ム

と

し
て
､

次
の

三

種
類
の

手

法
が

考
案
さ

れ

て

い

る
｡

即

ち

①
数
量
調

整
プ

ロ

セ

ス

(

M

D

P
､

C
F
p

m
p
切

p

∈
T

U

蒜
N

?

買
W

n

J
ご

G
r

e

昌
T

r
p

哲
ロ
t

の

各
プ

ロ

セ

ス

)

､

⑧
価
格
(

租
税
)

調

整
プ

ロ

セ

ス

(

L

F
d

p

E
.

E
n
d
P

E
･

呂

邑
苧

く

岩
d

プ

ロ

セ

ス

等
)
､

並

び

に

⑨
価
椅
･

数
量

調

整
プ

ロ

セ

ス

(

A
O

声

E
巴
訂
く
p

已
プ

ロ

セ

ス

等
)

で

あ
る
｡

こ

の

分

類
は

調

整
の

た

め
に

使
用
さ

れ

る

情
報
の

種

類
に

よ

っ

て

な

さ

れ
て

お

り
､

各
プ

ロ

セ

ス

の

概
要
に

つ

い

て

は

→
已
打

昌
切

に

委
ね

る

が
､

こ

れ

ら
の

プ

ロ

セ

ス

を

再
考
し
て

み

る

と
､

そ

れ

ら

は

い

ず
れ

も

あ

る
一

定
の

品
質
を

持
つ

財
を
､

価
格
な

い

し

数

量
､

ま
た

は

双
方

を

情
報
と

し

て

使
用

し
､

公

共

財
の

配
分

調

整
を

行
な

お

う
と

す

る

も

の

で

あ
っ

た
こ

と
が

わ

か

る
｡

い

ま

数
量
調
整
プ

ロ

セ

ス

の

代
表
で

あ

る

M

D

P

プ

ロ

セ

ス

を
､

我
々

の

分

析
的
枠
組
の

中
で

市
史
式
化
す
る

と
､

上

述
の

プ

ロ

セ

ス

Q
と

の

要
具
は

明

瞭
に

な

る

で

あ

ろ

う
り

そ
の

た

め
に

以
下
の

脚

記
号
を

使
用
し
､

二

つ

の

仮
定
を

設
け

る
｡

り

∵
∫

企
業
の

生

産
す
る

公

共

財
､

伽

∵
J

財
一

単
位
に

含
ま

れ

て

い

る

特
性

A
--
-

∴

…

∴

8

の

固
定

的
消
費
可

能
量
､

白

官

=

β

音
∵
J

財
全
体
に

食
ま
れ

て

い

る

特

性
¢

の

固

定

的

消
費
可
能
量
､

叫
‥

三
メ

レ

ー

ル

と

し
て

用
い

ら
れ
､

消
費
に

も

生

産
に

も

用
い

ら

れ

る

財
､

空

目
(

』

官
)

ぎ
､

ざ
∴

…
:

も

も
爪

β
m
知
q
＋
柑

‥

投
入

産

出
ベ

タ

ト

レ

ヽ

ノ

り
‥

生

産
可

能
性
集
合
､

β
∩

曳
.
抄

′

が
‥

消
費
可

能
性
集
合
､

鴇
∩
知
｡
.

.

㌔
-1
(

き

ヾ
…
‥

も
き
､

爪

知
十

ュ

家

計
ゐ

に

よ
る

財
の

消

考

㌔
=
(

白

官
y

-

b

言
-

…

…

も
も

‥

特
性
空
間
に

お

け
る

家
計
九

に

ょ

る

消
費
､

仮
定
5

す
べ

て

の

家

計
ゐ

に

と
っ

で
､

閉
凸
な

少

上
で

強
く

擬

凹
､

♂

叔
の

効
用

関
数

q

ズ
包

官
訂

も

も

が

定

義
さ

れ

て

い

て
､

甲
q

言
音
>
○

く
Q

も
q

岩
音
計

∨
○

<

㌔
爪

斗
加

弓
J

盲
､

ぎ
)
＼

骨
甘

=
○

<
q
-

<
b

官
巾

鴇

で

あ

る
｡

胚
取
臥
臥

-
r

陀
乞

も

賢
/

ト
リ

ま
で
;

喩
夢

卜

｢
学

監
F
臣
､

賢
司

卜
:

■

軒
巨
水

泳̀
賢

∵
.
.
…

を
尊

㌔
,

賢
㌢
き
∴
㌻
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仮
定
6

す
べ

て

の

企
業

ブ
に

と
っ

て
､

巧
が

凸
で
､

生

産
関
数

き
(

邑
爪
○

こ
こ

V
O

で

定

義
さ

れ
､

如
は

♂

殻
､

昔
忘
書
<

○
､

音
､
＼

む

さ
>
○
-

昔
も
ー

宮

>
○

で

あ
る
｡

更
に

臼

官

>
○

は
･ ､

言
>

○

を

意
味
し
､

す
べ

て

の

計

爪

担
T

に

対

し

て

{

邑
き
(

ぎ
)

爪
○
】

臼

官

爪
立

は

コ

ン

パ

ク

ト

で

あ

る
｡

こ

こ

で

軸

と

榊

間
の

家

計
九

の

限

界
代
替
率
を
､

ぎ
計

=
(

買
計

＼

ぎ
q

)

＼

(

2
-

忘
』

官
J

と

し
､

限

界
変
形
率
.
(

限

界
費
用
)

を

ざ

=
(

暑
忘
R

官
)
＼

(

凄
も
h

官
)

と

す
る
｡

以
上
の

準
備
の

後
に
､

品

質
特
性
を

明

示

的
に

導
入

し
た

班

D

P

プ
ロ

セ

ス

は

以

下
の

よ

う

に

な

る
｡

雷

幣
{

M

も

㌔
(
叶

)

1

ぎ
(

p

ぜ
(
叶

)

>
○
】

m

買
[

○
-

M
も

㌔
(
叶

)

1
コ
ミ
(
札

ヒ
】

ゼ
(
叶

)

=
○
-

<
㌧
-

書

館
‖

音

蝉

富

根
‖

･

M

莫
播
･

昌
き
(

柑
Y

弓
F
e

蒜

む
訂

>
○

<

ざ

M
も
計

=
-
.

<
計
-

幽

は

周

知
の

公

共
財

句
の

数
量
調

整
を

表
わ

し
､

醐

は
･

J

財
を

特
性
¢

の

コ

ン

ビ

ネ

ー

シ

ョ

ン

に

ょ

り

品

質
が

決
定
さ

れ

る

財
で

あ

る

と

し
､

そ
の

品

質
(

特
性
の

構
成
)

を

固
定
し

て
･
∫

財
の

数

量
の

み

を

変
化

さ

せ

る

場
合
の

調

整
を

示

し
て

い

る
｡

㈹
は

財
∫

の

消

費
に

伴
い
､

効
用
水

準
を

維
持
す

る

た

め
に

必

要
な

補
償
を

示

す

第
一

項
と
､

プ

ロ

セ

ス

の

作
動
中
に

生

ず
る

社

会
的
余
剰
の

分
配
分
を

表
わ

す

第
二

項
よ

り

成
っ

て

い

る
｡

こ

の

プ

ロ

セ

ス

が

持
つ

諸

特
性
(

勺
r

O

p
e
]

己
e

s
)

は
､

元
の

M

D

P

プ

ロ

セ

ス

や

計
画

プ

ロ

セ

ス

Q
と

同
様
で

あ
る

が
､

証

明
を

省
い

て

以

下
に

結
果
だ

け

示

す
と
､

次
の

よ

う
に

ま

と

め

ら
れ

る
｡

定
理

Ⅷ

修
正

さ

れ

た

M

D

P

プ

ロ

セ

ス

は

実
行
可

能
､

単
調

的

で
､

仮
定
5
､

6

の

下
で

個
別

合

理

的
パ

レ

ー

ト

最
適
配
分
に

収

束
す
る
｡

ま

た

中
立

性
､

情
報
分

権
性
も

満
足
す
る
｡

定
理

Ⅸ

も
し

ゃ

ざ
訂

=
詞

甘
訂

な

ら
ば
､

他
の

家
計
(

訂
什

古

の

い

か

な
る

頂

宮
良

の

表

明
.
に

関
わ

ら

ず
乳

q

ズ

望
熟
W
O

で

あ

り
､

小

ざ
訂

11
叫

ぎ
訂

は

白
､

∨
○

の

と

き
の

唯
一

の

邑
n
i

m
p

粥

戦
略
で

あ

る
｡

更
に

プ

ロ

セ

ス

の

ナ
ァ

シ

ュ

均
衡
点
に

お

い

て

･
苫
Q

--

叫

ぎ
チ
く

計

で

あ
る
｡

次
に

計
画
プ

ロ

セ

ス

Q
と

修
正

さ

れ

た

M

D

P

プ
ロ

セ

ス

の

差

異
に

つ

い

て

若
干
コ

メ

ン

ト

を

行
な

う
｡

定

式
化
の

違
い

か

ら

明

ら
か

な

よ

う
に
､

前
者
に

お

い

て

は

財

の

数
量
自
体
は

変
化
せ

ず
､

結
果
的
に

特
性
の

構
成
比

率
が

変
化

一7

し
､

あ

る

品

質
を

持
つ

財
か

ら

同
じ

数
量
の

最
適
品

質
の

財
に

な

甜
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る

よ

う
に

謝

盤
が

行
な
わ

れ

る
｡

こ

れ
■に

対

し
て

後
者
に

ぉ

い

て

ほ
､

財
の

品
質
は
一

定

不

変
で

数
量
の

み

が

変
化

す
る
｡

即

ち

特

性
の

構
成
比

率
は

不

変
で

あ

る
｡

残
さ

れ

た

可

能
性
と

し
て

次
の

品

質
調

整
が

考
え
ら

れ

る
｡

即

ち

財
の

特
性
の

構
成
比

率
が

変
化
し
､

結
果

的
に

数
量
も

変
化

し

て

し

ま

う
場
合
で

あ

り
､

こ

れ

に

対

処
し

う
る

調

整
プ

ロ

セ

ス

の

設

計
は

今

後
に

残
さ

れ

た

課
題
で

あ

る
｡

四

結

語

前
述
の

通

り
､

従

来
の

資
源
配
分
の

た
め

の

計

画
プ

ロ

セ

ス

を

再
考
し

て

み

る

と
､

財
の

品

質
に

関
し
て

既
に

何
ら

か

の

合
意
が

な
さ

れ

て

い

る

と
い

う
暗
然
の

仮
定
の

下
に
､

あ
る

い

は

品
質
に

関
し

て

は

議
論
せ

ず
に
､

財
の

数
量
の

み

を

何
ら

か

の

情
報
を

用

い

て

調

整
す

る

メ

カ

ニ

ズ

ム

で

あ
っ

た

と

み

な

す
こ

と

が

で

き
る

で

あ

ろ

う
｡

こ

れ

に

対

し
て

本
稿
で

提
示

し

た

プ

ロ

セ

ス

Q
は
､

品

質
を

｢

特
性
(

c

F

賢
p
C

t

e

l
-

仏

江
〔

∽
)

+

と

い

う

擬
似
数
量
的
な

も
の

と

し

て

議
論
し

な

け

れ

ば
な

ら
な
い

と
い

う
限

定
が

あ

る

に

せ

よ
､

計

画
理

論
の

領
域
を

数
量
の

み

で

な

く

品

質
の

方
に

も

拡
大
す

る

た

め
の
､

一

つ

の

可

能
性
を

示

す
も
の

と

考
え

ら
れ

よ

う
｡

或
い

ほ

従

来
の

数
量
詞

整
プ

ロ

セ

ス

の

単
な

る

応
用
の

エ

ク

サ

サ

イ

ズ

に

路
β

U

と

ど
ま

る

も
の

で

あ
っ

た

か

も

し

れ

な
い
｡

本

稿
で

我
々

は
､

固
定

数
量
の

財
の

品

質
調

整
と

由
定
品

質
の

財
の

数
量
調

整
を

対

称
的
に

扱
っ

て

い

る

わ

け
で

は

勿
論
な
い

し
､

そ

れ

が

可
能
だ

と

も

思
っ

て

い

な
い
｡

本
稿
で

提
示
し

た

品

質
調

塵
プ
ロ

セ

ス

は
､

従

来
の

数
量
調

整
プ

ロ

セ

ス

と

代

替
的
で

は

な

く
､

補
完
的
で

あ

る

と

考
え

て

い

る
｡

即

ち
こ

れ

ま

で

議
論
が

あ

ま
り

さ

れ

な
か

っ

た

財
の

品

質
と
い

う
問
題

を
､

U
r

訂
?

H

品
昌

モ

デ
ル

を

援
用
し
て

計
画
プ

ロ

セ

ス

に

応
用

し
た

の

が

プ

ロ

セ

ス

Q
で

あ

る

か

ら
､

プ

ロ

セ

ス

Q
で

品

質
が

決
定
し

た

後
に

数
量
調

整
プ

ロ

セ

ス

で

数
量
を

決
定

す

る

と
い

う
､

二

段
階
の

調

整
の

場

合
に
､

一

翼
を

担
い

う
る

も
の

と

し
て

プ

ロ

セ

ス

Q
を

デ

ザ

イ

ン

し

た

の

で

あ

る
｡

新
し
い

消
費
者
理

論
で

は
､

財
の

品

質
は

そ

れ
に

含
ま
れ

る

特

性
に

依

存
し
､

財
は

様
々

な

有
限

個
の

詔

特
性
に

分
解

可

能
で

あ

り
､

特
性
の

コ

ン

ビ

ネ

ー

シ

ョ

ン

に

従
っ

て

財
の

品

質
が

変
化

す

る

と

考
え

ら

れ

て

い

る
｡

あ

る

特
性
は

あ

る

財
に

特
定

化
さ

れ

て

い

る

か

も

し
れ

な
い

が
､

複
数
の

財
に

共
通

な

特
性
も

存
在
す
る

と

考
え

ら

れ

る
｡

し

か

し

右
の

議
論
が

成
立

し

う
る

た

め
に

は
､

特
性
は

す
ぺ

て

観
察
可

能
､

計
測

可
能
､

線
形
加

法
的
で

あ
る

と

肝

胆

眠
臣
耶

F

F

k
〓
¥

艶

彗
托
+

屯
.

帥
巧
-

ま
t

-
-

ぎ

煉

♪
.

}

`

夢
賢
.
ル
ー

も
汁
一

夏
こ
げ
三

苧
‖削 ゝ

賢
蟄

孟
ヤ

蔓
昏

臣
転

打

臣
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r

一
一
一

瑚
r

-

よ
7
r

】

瀬
▲
葛
弓
胡
+
-

q
W

箋
召
｡

胡

1
.

ぅ
ヨ

題
｡
.

1
1

､
叫
貞

｡

j
.

一1
Y

t
胃
サ
､

.
月

う

卓

.
司

】
,ミ

叫

.∴
1

j
溝
三

∴
｡

｡

-

弓
∴
+

1

}

ヤ

甥
て

い

う

極
め
て

強
い

前
提
が

必

要
で

あ

る

よ

う
に

思
わ

れ

る
｡

こ

れ

が

こ

の

理

論
の

最
も

特
徴

的
な

点
で

あ

り
､

ま

た

同

時
に

最
も

批

判
さ

れ

る

点
で

も
あ

ろ

う
｡

本

稿
で

提
示

し
た

プ

ロ

セ

ス

は
､

右
の

限

定
を

す
べ

て

容
認
し

た

う
え
で

設
計
し
た

も
の

で

あ

り
､

特
性
に

ょ

る

品

質
調

整
と
は

財
に

含
ま

れ

る

特
性
の

構
成

比

率
を

変
え

る

こ

と

で

あ

り
､

そ

の

此

率
を

調

整
し

最
適
品

質
を

見
い

出
す
の

が
､

品

質
調

整
の

た

め

の

プ

ロ

セ

ス

Q
の

果
た

す
べ

き

役
割
で

あ

る
｡

今
後
の

課
題
は
､

計
画
理

論
の

観
点
か

ら

言
え

ば
＼

前
述
の

通

り

数
量
と

品

質
の

同

時
調

整
を

行
な
い

う
る

計

画
プ

ロ

セ
.
ス

を

設

計
し
､

そ

こ

に

お

け
る

イ

ン

セ

ン

テ

ィ

グ
の

問
題
を

も

考
察
し
､

更
に

強
い

イ
ン

セ

ン

テ
ィ

グ
･

コ

ン

パ

テ

ィ

ビ

リ

テ

ィ

ー

の

達
成

可
能
性
並

び

に
､

結
託
に

よ

る

品

質
の

マ

エ

ビ

ユ

レ

イ

シ

ョ

ン

の

問
題
を
､

ゲ

ー

ム

論
的
ア

レ

イ

ム

ワ

ー

ク

に

お

い

て

考
察
し

て

い

く
こ

と

で

あ

り
､

新
し
い

消
費
者
理

論
の

観
点

か

ら

言
え

ば
､

｢

品

質
+

の

経

済
学
的

分
析
を

更
に

精
緻
化

す
る

こ

と

で

あ

る
｡

(

一

九

七

九

年
七

月
七

日

脱
稿
)

*

･
本

稿
の

最
終
的

改

訂
に

あ
た

り
､

野
口

悠
紀
雄

助

教

授
か

ら

有

益

な
コ

メ

ン

ト

を

頂
い

た
の

で
､

こ

こ

に

記
し

て

心

か

ら

感

謝
の

意
を

表
し
た

い

｡

本

稿
の

あ

り

う
ぺ

き

誤

謬
〔

内
容
の

不

備
ほ
､

勿
論
す

ぺ

.て
筆
者
が

責
め

を

負
う
も

の

で

あ

る
｡

(

1
)

C

次

元

特

性

空

鼎
叫

は

す
ぺ

て

の

特

性

言
合
ん

で

い

る

が
､

一

般
に

財
ほ

す
べ

て

の

特
性

を

含
ん

で

い

る

わ
け

で

ほ

な
い

し
､

財

に

よ

っ

て

含
む

特

性
は

異
な

り
､

更
に

人
に

よ
っ

て

消

費
す

る

財
に

含
ま

れ

る

特
性
が

異
な
っ

て

い

る

か

ら
､

効
用
関

数
ほ

異
な
っ

た

部

分
空

間

上
で

定

義
さ

れ

て

い

る

と
い

う

方
が

よ

り

正

確
で

あ

る
｡

(

2
)

異
な

る

特

性
を

持
つ

異
な

る

財
は

違
う

部

分

空

間
に

属
し
､

ま

た

部
分

的
に

共

通
の

特

性
を

持
つ

財
ほ
､

共

通

部

分
を

持
つ

部
分

空

間
に

各
々

属

し
て

い

る

と

考
え

ら

れ

る
｡

更
に

仮
定
㌢

よ

り

伽
が

有

界
で

あ

り
､

従
っ

て

蜘
も

有

界
で

あ

る
｡

財
･
∫
ほ

伽
の

観
み

合
わ

せ

で

あ

る

か

ら
､

財
･

∫

の

属

す
る

部

分
空

間

を

限

定

す
る

こ

と

に

よ

り
､

財
∫

に

含
ま

れ

る

帥
の

変
域

も

限

定

す
る

こ

と
が

で

き

よ

う
｡

あ

る

財
が

他
の

財
と

異
な
っ

て

い

る

理

由
を
､

我
々

は

様
々

の

特
性
の

組

み

合
わ

せ

の

違
い

に

求

め
て

い

る

が
､

あ

る

財
を

全

く

異
な
る

カ

テ

ゴ

リ

ー

に

属
す

る

財
に

し
て

し
ま

う
よ

う

な

伽
の

調

整
ほ

予

め

除

外

す
る
｡

即
ち

帥
の

変
化

は

財
固
有
の

部
分
空

間

内
の

み

に

限

定
し
､

異
な
っ

た

部

分
空

間
へ

の

シ

フ

ト

は

あ

り

え

な
い

と

想

定

す
る
｡

(

3
)

特

性

空
間
の

次

元

が

同

等
で

あ
る

例
と

し

て
一

冊
の

本

を

考

え

て

み
る

と
､

そ

れ

が

個
人

所
有
の

場
合
に

は

私

的

財
と

な

り
､

図

書

館
所

蕨
の

場
合
に

は

公

共

財
に

な
る
｡

ま

た
､

道

路
や

公

園
の

よ

う

に
､

私
的

財
と

ほ

全
く

異
な

る

特

性

を

持
つ

も

の

も

あ

る
｡

従
っ

て

財
の

品
質
調

整
と

い

う

観
点

か

ら

ほ
､

公

共

財
と

私
的

財
を

相

対

的

に

扱
う
こ

と
が

で

き

る

場
合
が

あ

る

と

考
え

ら
れ

る
′

｡

(

4
)

こ

の

場
合
､

定
義

す
を

高
儀
正

し
､

限

界
代

替
率
を

ミ
ー一

朗



一 橋命叢 第八十二 巷 弟六 号 ( 1 0 0)

(

む

与
､

む

む
､

む

与
､

む

㌔
)

と

す
る
｡

(

5
)

公

共

財
の

問
題
で

重

要
な
の

は
､

実

際
に

は
こ

れ

ま

で

議
論
さ

れ
て

き
た

数

量
よ

り

も

品

質
の

方
で

あ
る

と

想
わ

れ

る

の

で
､

公

共

財
の

品
質
調

盤
を

考
え

る

意
義
ほ

十

分
に

あ

る

と
い

え

よ

う
｡

勿
論
､

本

稿
で

示
し

た
プ

ロ

セ

ス

以

外
の

定

式

化
や
､

そ

れ
に

対

す
る

異
な

っ

た

制
度
的

解
釈
も

可

能
で

あ

ろ

う
｡

(

6
)

M

D

ア

ブ

ロ

セ

ス

の

解
の

存
在
に

つ

い

て

は
､

既
に

串
O

n

々

[

ヱ

の

定

理
が

あ

り
､

そ

の

結
果
は
プ

ロ

セ

ス

Q
に

も

適

用

可

能

で

あ
る

と

思
わ

れ

る
｡

尚
､

解
の
一

意
性
に

関

し
て

は
､

伝

統
的

な

定

理
が

微
分

方

程
式
の

右

辺
に

関

す
る

リ

ブ

シ

ア

ツ

条
件
に

依
存

し

て

い

る

た

め
､

そ

れ

を

満
た
さ

な
い

プ

ロ

セ

ス

Q
に

お

い

て

は
､

一

意
性
は

保
証

さ

れ

な
い

｡

(

7
)

イ
ン

セ

ン

チ

ィ

グ

の

問
題
は
､

本

稿
の

主

題
で

あ
る

財
の

品

質

調

整

と

必

ず
し

も

関

係
が

あ

る

わ

け

で

は

な
い

が
､

筆
者
の

主

要
な

関
心
で

も

あ

り
､

計

画
プ

ロ

セ

ス

と
の

関

連
で

静
ず
る

こ

と
に

す

る
｡

(

8
)

G
蒜
e

ロ
･

J

邑
｡

芝

ほ

M

D

ア

ブ

ロ

セ

ス

と

異
な
っ

た
ピ

グ
ォ

タ

ル

･

メ

カ

ニ

ズ

ム

と
い

う
枠
覿
で
､

公

共

財
配
分
の

た

め
の

計

画
プ

ロ

セ

ス

を

設

計

し

た
｡

複
数
の

公

共

財
と

単
一

の

私

的

財
の

存
在
す

る

経

済
に

お

い

て
､

効
用

関

数
が

公
共

財
と

私

的

財
に

関

し
て

セ

パ

ラ

ブ
ル

で

あ

れ

ば

(

即

ち

公

共

財
に

対

す

る

所
得
効

果
を

無
視

す

れ

ば
)

､

彼
ら
の

プ

ロ

セ

ス

は
パ

レ

ー

ト

最
適
に

収

束
し
､

真
の

選

好

表
明
が

計
m
F

賀
t

戦
略
で

あ
る

と
い

う

意
味
で
､

効
率

性

と

イ

ン

セ

ン

チ
ィ

グ
･

コ

ン

パ

テ

ィ

ビ

リ

テ

ィ

を

同

時
達
成

し

う

る

計

画

プ

ロ

セ

ス

で

あ

る
｡

(

9
)

主
体

が

戦
略
を

選

択

す
る

た

め

に

考
慮
に

入

れ
る

時
間
の

視

野

仰

が
､

時
点
-

に

お

い

て

期
待
さ

れ

る

配
分
の

改

訂
に

伴
う
ペ

イ

オ

フ

に

限

定
さ

れ
て

い

る

ゲ

ー

ム

を

意
味
し
､

そ

れ

は
マ

イ

オ

ビ

ア

の

仮

定
3

か

ら

も

明

際
で

あ
る
｡

こ

れ
に

対

し
て

H

弓
W
i

c
N

[

岩
]

等
に

代

表
さ

れ

る

ア

プ

ロ

ー

チ

で

は
､

各
主

体
が

最
終
的
に

受
け

取
る

配
分
に

の

み

関

心

が

あ

る

と

仮
定
さ

れ
､

各
主

体
に

対

す

る
ペ

イ

オ

フ

針
､

最
終
的
に

決
定
さ

れ
た

配

分
か

ら

得
ら

れ

る

彼
の

効

用
で

あ

る

と

考

え

る
｡

こ

れ

を

g
-

○

訂
･ -
g
p

m
O

と

言
い
､

-

○
の

巴

g
p

m
O

と

共
に

分

析

手

法
と

し

て

よ

く

用
い

ら

れ

る
｡
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